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（
承
継
協
定
銀
行
に
つ
い
て
適
用
す
る
法
の
規
定
の
読
替
え
）

第
二
条
の
十

法
附
則
第
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
承
継
協
定
銀
行
に
つ
い
て
同
項
に
お
い
て
法
の
規
定
を
適

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
五
十
条
第
二
項
中
「
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」と
あ
る
の
は「
場

合
に
は
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
承
継
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
承
継
機
能
協
定
（
附
則
第
十
五
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
承
継
機
能
協
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
締
結
し
た
」
と
、法
第
九
十
一
条
の
見
出
し
中「
設

立
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
承
継
」
と
、
同
条
第
一
項
中「
承
継
銀
行
が
事
業
の
譲
受
け
等
に
よ
り
業
務
を
引
き
継
ぎ
、

か
つ
、
そ
の
業
務
を
暫
定
的
に
維
持
継
続
す
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
二
第
四
項
第
五
号
に
規
定

す
る
被
管
理
金
融
機
関
の
業
務
承
継
」
と
、「
以
下
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
九
十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
二
号
」
と
、
法
第
九
十
二
条
の
見
出
し
中
「
の
設
立
等
」
と
あ
る
の
は
「
へ
の
出

資
等
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
承
継
銀
行
」
と
あ
る
の
は
「
承
継
協
定
銀
行
」と
、

同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
法
第
九
十
三
条
第
一
項
中
「
第
九
十
一
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
九
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
被
管
理
金
融
機
関
」
と
、同
条
第
二
項
中「
業

務
承
継
」
と
あ
る
の
は
「
被
管
理
金
融
機
関
の
業
務
承
継
」
と
、
法
第
九
十
四
条
第
一
項
中
「
そ
の
経
営
管
理
」
と

あ
る
の
は
「
被
管
理
金
融
機
関
の
業
務
承
継
に
係
る
承
継
協
定
銀
行
の
事
業
の
経
営
管
理
」
と
、同
項
第
一
号
中「
第

九
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
法
第
九
十
九
条
中
「
承
継
協
定
」
と
あ
る

の
は
「
承
継
機
能
協
定
」
と
、
法
第
百
条
中
「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条（
第
一
項
第
一
号
を
除
く
。）、

第
九
十
二
条
（
第
一
項
を
除
く
。）か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
、
第
九
十
八
条
か
ら
第
百
条
ま
で
、
第
百
二
十
九
条
、
第

百
三
十
三
条
か
ら
第
百
三
十
五
条
（
第
一
項
を
除
く
。）ま
で
及
び
附
則
第
十
五
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
の
四
ま
で
」

と
、「
承
継
協
定
」
と
あ
る
の
は
「
承
継
機
能
協
定
」
と
、
法
第
百
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
協

定
承
継
銀
行
又
は
特
別
危
機
管
理
銀
行
」
と
あ
る
の
は
「
承
継
協
定
銀
行
」
と
、
法
第
百
三
十
三
条
第
六
項
中
「
承

継
銀
行
又
は
特
別
危
機
管
理
銀
行
」
と
あ
る
の
は
「
承
継
協
定
銀
行
」
と
、
法
第
百
三
十
五
条
第
二
項
中
「
第
九
十

一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
と
す
る
。

（
再
承
継
金
融
機
関
等
に
対
す
る
資
金
援
助
に
つ
い
て
準
用
す
る
法
の
規
定
の
読
替
え
）

第
二
条
の
十
一

法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
及
び
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

六
十
一
条
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
、
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
法
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
法
第
五
十
九
条
第
三
項
中
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
」
と
、「
前
項
第

二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、「
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
の
」
と
、
同
条
第
六

項
中
「
第
一
項
又
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
と
、「
金
融
機
関
及
び
銀
行
持
株
会
社

等
」
と
あ
る
の
は
「
再
承
継
金
融
機
関
及
び
再
承
継
銀
行
持
株
会
社
等
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一
項
又
は
第
四

項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
と
、「
金
融
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
再
承
継
金
融
機
関
」
と
、
法

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
第
五
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附

則
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
と
、「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
十
二

法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
六
項
の
あ
つ
せ
ん
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
、
同
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
認
定
又
は
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
六
項
の
あ
つ
せ
ん
を
受
け
た
金

融
機
関
又
は
銀
行
持
株
会
社
等
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
承
継
金
融
機
関
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
再
承
継

の
た
め
の
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
及
び
当
該
資
金
援
助
（
優
先
株
式
等
の
引
受
け
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け

た
再
承
継
金
融
機
関
（
当
該
優
先
株
式
等
の
引
受
け
等
に
係
る
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
金
融
機
関
を
含
む
。）又
は

再
承
継
銀
行
持
株
会
社
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
承
継
銀
行
持
株
会
社
等
を
い
い
、
同
条
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
六
十
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
会
社
及
び
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
承
継
金
融
機
関
等
を
含
む
。）に
つ
い
て
、
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項

に
お
い
て
法
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
六
十
二
条
の
見
出
し
中
「
合
併
等
」
と
あ
る
の
は
「
再

承
継
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
銀
行
持
株
会
社
等
」
と
あ
る
の
は
「
、
銀
行
持
株
会
社
等
又
は
承
継
協
定
銀
行

（
承
継
協
定
銀
行
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
あ
つ
せ
ん
が
附
則
第
十
五
条
の
四
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
措
置
に
係
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）」
と
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
中
「
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
五
十
九

条
の
二
第
一
項
又
は
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
と
、
法
第
六
十
五
条
の
見

出
し
中
「
合
併
等
」
と
あ
る
の
は
「
再
承
継
」
と
、「
第
六
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
第

六
項
」
と
、
法
第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
合
併
、」と
あ
る
の
は
「
吸
収
分
割
、
合
併
、」と
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中

「
合
併
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
、
吸
収
分
割
又
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条
の
三
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一

項
の
承
認
を
受
け
た
組
織
再
編
成
（
同
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
承
認
を
受
け
た
組
織
再
編
成
（
法
第
六
十
八
条
の
三
第

一
項
」
に
改
め
、「
第
六
十
四
条
の
二
第
五
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の

四
第
五
項
」
に
、「
及
び
第
百
十
八
条
第
四
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
四
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の
四
第

五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
百
十
八
条
第
三
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
三
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の

四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
第
百
一
条
第
七
項
」
を
「
、
第
百
一
条
第
七
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の

四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
の
八
中
「
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
二
」
を
「
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
三
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
の
十
中
「
附
則
第
二
十
三
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
二
十
三
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

条
を
附
則
第
二
条
の
十
六
と
し
、
附
則
第
二
条
の
九
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

預
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
三
百
三
十
一
号

預
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
預
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
百
三
十
八
条
並
び
に
附
則
第
十
五
条
の
二
第
三
項
並
び
に
第
十

五
条
の
四
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第

六
十
八
条
の
二
第
四
項
並
び
に
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
の
規
定
、
同
法
附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
三
号
及
び
第

七
項
の
規
定
、
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
附
則
第
十
条
の
二
の
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
二
十
一
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

預
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
法
第
六
十
四
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
四
条
の
二
第
六
項
第
一
号
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
四
条
の
二
第
六
項
第
二
号
」
の
下
に「（
法
附
則
第

十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
四
条
の
二
第
六
項
」

の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
十
四
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
三
に

お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
二
中
「
第
六
十
八
条
の
二
第
四
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一

項
」
に
改
め
る
。

š


		2011-10-27T14:52:43+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




